















































                                                   
1 Vgl. Hegel, G. W. F.: Werke in zwanzig Bänden, Theorie-Werkausgabe. Auf der Grundlage der Werke von 








































- 2030 年までに石炭発電をゼロにする。 
- 2035 年までに CO2 の排出をゼロにする。 
- 2035 年までに再生可能エネルギーを 100％にする。 
- 化石燃料への助成金をやめる。 
- 1 トン当たりの CO2 に 180 ユーロの税金を課す（一人当たり年間、約 22 万円）。2 
こうした彼ら彼女らの主張が、受け入れられなかったり、受け入れたとしても実行に移されなかった
りすると、毎週金曜日に学校をストライキし、連邦議会前などで抗議集会を開くとされる。こうした


















この学生による運動は、60 年代後半の学生運動とよく比べられる。ドイツでは 1968 年に 1 万人規
模の学生運動が繰り広げられたが、今回の環境問題の学生運動は、30 万人とそれをはるかにしのぐ
規模である。それ以外に 60 年代の学生運動との大きな違いがいくつかあり、例えば学生の年齢層と、
それに伴う大人の後ろ盾がある。68 年のドイツの学生運動に参加したのは、主に 20～30 歳までの若
者であるが、「未来のための金曜日」では 10 代の学生が主である。それゆえ実質的な主張内容は、学
生をサポートする 2 万 7 千人以上にのぼるとされる科学者によって議論されていることになってお
                                                   



































                                                   

































                                                   
4 Jonas, Hans, Das Prinzip Verantwortung: Versuch einer Ethik für die technologische Zivilisation, Frankfurt 
a. M. 1979, S. 63. 
5 Vgl. Nietzsche, Friedrich: Sämtliche Werke, Kritische Studienausgabe, hrsg. v. G. Colli und M. Montinari, 
Deutscher Taschenbuch Verlag de Gruyter, Bd. 5, Berlin/New York, 1988, Abschn. 260. 







































































                                                   
7 Cf. https://medium.com/wedonthavetime/a-letter-from-the-ceo-and-chairwoman-we-dont-have-time-to-
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